












要約:1989 年 4 月から 1993 年 9 月までの神奈川県先天異常モニタリング(KAMP)の調査成

績をまとめた。調査数は年間ほぼ4万5千と安定している。全奇形児頻度は0.70～0.98%(平

均 0.84%)でわずかながら減少傾向を示した。各マーカー奇形の発生状況は安定しており

有意の異常発生は認められなかった。1981 年～1992 年に於ける発生頻度の高い上位 10 種

の奇形の推移では,常に口唇・口蓋裂と多指が上位を占めていた。それに反して無脳症と

DOWN 症候群は減少傾向を示した。四肢減数異常(LRD)の発生状況を検討した。発生頻度は

5/万出生で諸外国と差はなかった。LRD の成因はさまざまであるが,父年齢の軽度の上昇

と妊娠中の喫煙頻度の上昇が認められた。先天異常モニタリングに於けるプライバシー保

護についても検討した。


